ルカ 9 ： 18-20 「最高の 御 方と 歩む 人生」 



「あなた は 必ず わたし を 助けてく ださいます」 これ は、 旧約聖書の 詩編 第 6 
3 編 8 節の 言葉です。 教会の カレンダーで 今日 読む ように 指定され ている 詩編 
が 第 6 3 編なん です。 その 中の 言葉です。 「あなた は 必ず わたし を 助けてく ださ 
います」 これ は、 わたしたちの 人生に 安心 を 与える 祈りの 言葉です ね。 "イエス 
さま、 あなた は 必ず わたし を 助けてく ださいます。 だから わたし は 安心して 生 
きていけ ます" という ことです。 

ひとり ぼつち で 人生 を 生きなければ ならない と したら、 なんと 心細い ことで し 
よう。 でも、 「だいじょうぶ だよ、 わたしが 一緒にい るから。 わたしが 必ず 助け 
るから。 一緒に 生きて いこう」 と 言って くれる 人が そばに いたら、 なんと 心強 
いこと でしよ う。 

問題 は、 「だいじょうぶ だよ」 と 言って くれる 人が ほんとうに いるか？ という こ 
とです よね。 

イギリスの ウイ リ アム 王子と キヤ サリ ン 王妃の 結婚式で、 ロンドン 主教 はこ う 
いう 説教 をし ました。 

「西洋で は 多くの 人々 の 生活から 祌の 実感が 消え去りました。 そうして、 人間 
関係 だけ が 人生に 意味 と 幸福 を もたらす ことができ るの だとい う、 お 互いへの 
過剰な 期待が 高まりました。 これ は、 相手に 負い 切れない 重荷 を 負わせる こと 
になります」 

過剰な 期待 • 負い 切れない 重荷。 ロンドン 主教 は 一般論 を 述べて いますけ ど、 
も しかしたら、 ウイ リ アム 王子の 御 父上と 御 母上で ある ダイ アナ 妃の 間に あつ 
た 悲しい 出来事 を 念頭に 置いて いるか も しれません ね。 



わたしたち は みんな さびしいです。 だから、 わたしたち は 人間関係に 救い を 求 
め るんで す。 この ひと だ！ と 思った 人に、 しがみつきます。 しがみつ いたのに、 
ふりはらわれたり。 しがみついたら、 むこう もしが みついて きたり。 しがみつ 



いたま まどうに もなら なくなって、 二人とも おぼれたり。 人間関係に 救い を 求 
めた 結果、 わたしたち は 何度も、 何度も、 何度も、 何度も、 失望 を 味 あわされ 
てきた ので はないで しょ うか？ 

わたしたちの 世界 はい ま、 二種 類の 生き方に 分解して いるか も しれません ね。 
ひとつ は、 だれかに 必死にし がみつ いて、 その 結果、 自分 も 相手 も おぼれそう 
になって いる 人。 もう ひとつ は、 だれかに しがみついても 失望す る だけ だから、 
もう ひとり で 生きて いこ う と 思い定めて しまって いる 人。 

でも、 その どちらで もない 第三の 生き方が あるんで すよ。 イエス さまに しがみ 
つく 生き方です。 

あなたに とって、 イエス さまと はだれ です か？ この 質問 は、 あなたと イエス 
さまとの 心の 距離 を はかる 言葉なん です。 イエス さまに しがみつ くこと は、 心 
の 距離が あって はでき ない ことです。 密着 しないと できません。 距離が あって 
は、 しがみつ くこと はでき ません。 

イエス さま は 弟子た ちに 向かって 「おまえた ち。 わたし をい つたい 誰 だと 思う 
か？」 と 質問され ました。 あなた は、 イエス さま を だれ だと 思います か？ 

ある 人た ち は、 イエス さま は 預言者の ひとり だよ、 と 言いました。 わたしたち 
を 導いて くれる 偉い 先生た ちの ひとり だ。 でも ワン • ノブ • ゼム。 多くの 偉い 
先生の 中の ひとりに すぎない。 ほかに も 偉い 先生が たくさん いる、 とレ、 うこと 
です ね。 これ は、 遠い 遠い 距離が ある 関係です よ。 

ところが 弟子た ち はこう 言つ たんです。 「イエス さま。 あなた は 神が おつかわし 
になった メ シァ • 救い主です」 

これ は、 ほんとうに 思いつめた、 決定的な 告白です。 こういう 決定的な 告白が 
必要なん です。 「イエス さま。 あなた こそが、 そして、 あなた だけが、 わたしの 
人生 を 助けて くれる 御 方です。 わたしが しっかり しがみつくべき 御 方です。 わ 
たしが 全身全霊 • 全 存在 • 全体 重 を あずけて しがみつくべき 御 方です」 という 
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決定的な 告白です。 重い 重い 告白です ね。 この 重い 告白 を 完全に 受け止める こ 
とので きる お 方が、 主 イエスキリストです。 

ウー ピー. ゴールドバーグが 主演した 『天使に ラブソング を』 という 映画で、 
カトリックの シスター たちの 聖歌隊が、 おもしろい 歌 をうた つてい ます。 自分 
と イエス さまの 関係 を、 切手と はがきに たとえて 歌う のです。 イエス さまが、 
はがき。 わたし は 切手。 ぴったり はりついたら、 もう 離れられない。 シスター 
たち は、 こう 歌います。 

私 は 彼に 付いて行く、 彼が 何処に 行っても 

そ して 私 はいつ も 彼の 傍に いる 

私 を 遠ざけられる モノなん て 無い。 彼 は 私の 運命 

私 は 彼に 付いて行く、 彼が 私の 心に 触れてから ずっと、 私 は 知っていた 

深す ぎる 海なん て 無い、 高い ままで いる 山なん て 無い 

私 を 彼の 愛から 遠ざける モノなん て 無い 

私 は 彼 を 愛して いる、 そして 彼が 行く 場所へ 

私 は 付いて行 くだろう、 彼 は いつも 私の 本当の 愛でい る、 

今から 永遠に 

さびしい、 とレ、 う、 わたしたちの 思い。 つら レ、、 とレ、 う、 わたしたちの 叫び。 
悲しい、 とレ、 う、 わたしたちの 痛み。 それ は、 ほんとうに 重いです。 自分で 抱 
えきれ ない ぐらい 重いです。 だから、 だれかに 支えても らいたい と 思 うんです。 
でも、 支えよう として くれる 人 も、 重さに 巻き込まれて、 一緒につ ぶれて しま 
う ほど 重 いんです。 

だから わたしたち は、 自分自身 をす つかり 全部、 イエス さまに お任せす るべき 
なんです。 わたしたち は、 大きな 声で 言いましょう。 「イエス さま。 あなた は 神 
がお つかわし になった メシア • 救い主です」 わたしたち は、 大きな 声で 言い 
ましょう。 「イエス さま。 あなた こそが、 そして、 あなた だけが、 わたしの 人生 
を 助けて くれる 御 方です。 わたしが しっかり しがみつくべき 御 方です。 わたし 
が 全身全霊 • 全 存在 • 全体 重 を あずけて しがみつくべき 御 方です」 そうして、 
自分の 抱えて いる 重い 重い もの を ぜんぶ、 イエス さまに お任せして しまい まし 
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よう。 イエス さま はでき るんで す。 受け止めて くださ るんで す。 どこまで イエ 
ス さま は 受け止める ことができ るんで すか？ 十字架の 死に 至る まで、 わたし 
たち を 受け止めて くださる のが イエス さまです。 

ここで、 イエスキリストの 福音の 一番 大切な 核心 部分 をお 話しし ます。 わたし 
たち は みんな 重い もの を もっています よね。 自分で も どうす る こと もで きない 
過去。 どうす る こと もで きない 今の 気持ち。 どうす る こと もで きない 将来への 
不安、 恐れ。 でも、 神の ひとり 子で ある イエス さま は、 わたしたちの そういう 
重い もの を 一身に 引き受けて、 十字架に かかって くださいました。 そして、 ジ' 
エンド。 終止符 を 打って くださいました。 終わらせて くださつ たんです よ。 わ 
たしが おまえの 代わりに 死んで、 この こと を 終わらせた。 だから、 安心し ろ、 
とおつ しゃ るんで す。 その上で、 イエス さま はよ みがえ つて、 わたしたち にこ 
うおつ しゃって くださ るんで す。 「だいじよ うぶ だよ、 わたしが 一緒にい るから。 
わたしが 必ず 助ける から。 だから 一緒に 生きて いこう」 つて。 

クリスチャンになる、 つてい うこと は、 この イエス さまの さそい、 イエス さま 
の 招きに 対して 「はい、 イエス さま。 どうぞよ ろしく お願いします」 と 返事 を 
して、 自分 を イエス さまに おゆだね する、 という ことなん です。 

ゆだねたら、 心が 軽くな ります。 イエス さまが いるから、 もう ひとりぼっちで 

はな いんです。 わたしたち は 1 パーセント 支えて くれる 御 方 を 持 つんです。 
わたしたち は 現実の 人生に おいて は、 1 パーセント 支えて くれる 人なん て 
いない、 という こと を 知っています よね？ 7 パーセント ぐらい 支えようと 
して くれたけ ど、 あの人、 つぶれて しまった よな あ。 申し訳な いこと をした な 
あ、 という 人が いるか もしれ ません ね。 

でも、 イエス さま はちが います。 十字架に かかり、 よみがえって、 今日 も 生き 
て おられる イエス さま だから こそ、 わたしたち を 受け止め てく ださ るんで す。 
「だいじょうぶ だよ、 わたしが 一緒にい るから。 わたしが 必ず 助ける から。 だ 
から 一緒に 生きて いこう」 つて、 今日 も イエス さま は、 招いて いてく ださい ま 
す。 その イエス さまに 向かって、 「はい、 イエス さま。 どうぞよ ろしく お願いし 
ます」 つて、 返事 をしょう じゃありません か。 
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